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簡
出
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一
九
九
九
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度
よ
り
実
施
し
て
い
る
藤
原
宮
跡
大
極
殿

・
朝
堂
院
地
区
に
お

け
る
再
調
査
の
人
回
目
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
地
は
朝
堂
院
東
第
六
堂
に
あ
た

り
、
調
査
面
積
は
二
〇
六
二
♂
で
あ
る
。

主
な
検
出
遺
構
は
、
藤
原
宮
直
前
期
に
お
け
る
掘
立
柱
建
物
、
東
第
六
堂
と

そ
の
関
連
遺
構
、
平
安
初
期
の
屋
敷
地
な
ど
で
あ
る
。

東
第
六
堂
は
東
西
棟
切
妻
造
の
瓦
葺
き
礎
石
建
物
で
、
桁
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梁
行
四
間

（身
舎

一
〇
尺
等
間
、
南
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あ
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建
設
に
際
し
て
は
、
基
壇
予
定
地
を
め
ぐ
る
よ
う

に
、
幅
五
〇
伽
深
さ
五
〇
卿
前
後
の
溝
を
掘
削
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
溝
は
排

水
の
機
能
に
加
え
、
水
を
張

っ
て
建
物
の
水
準
を
得
る
た
め
の
機
能
を
も
も
た

せ
た
可
能
性
が
あ
る
。
建
物
が
完
成
す
る
と
、
溝
は
人
為
的
に
埋
め
立
て
ら
れ
、

基
壇
外
周
部
全
体
を
整
地
し
た
後
、
礫
が
敷
か
れ
て
い
る
。
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、
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れ
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述
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藤
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宮
造
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掘
削
さ
れ
た
溝
の
一
つ
で
あ
る
。
共
伴
遺
物
に
は
、
造
営
廃
棄
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で
あ
る
大
量
の
瓦
片

。
木
材
は
つ
り
暦
な
ど
が
あ
る
。
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調
査
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は
藤
原
宮
跡
の
内
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及
び
内
裏
東
官
衛
地
区
に
あ
た
る
。
市
道
の
拡

幅
と
路
肩
整
備
に
伴
い
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
区
は
四
区
に
分
か
れ
、
発
掘

総
面
積
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五
五
九
ポ
。
木
簡
は
Ｃ
区
か
ら
出
土
し
た
。

Ｃ
区
で
検
出
し
た
主
な
遺
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は
、
内
裏
東
外
郭
を
画
す
る
南
北
塀
、
南
北
棟

建
物
、
南
北
溝
な
ど
で
あ
る
。
木
簡
は
藤
原
官
の
南
北
基
幹
水
路
で
あ
る
東
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溝
Ｓ
Ｄ

一
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一
点
出
土
し
た
。
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Ｄ

一
〇
五
は
、
幅
約
四
ｍ
深
さ
約
七

〇
卿
を
測
り
、
東
西
の
護
岸
に
柱
も
し
く
は
杭
を
用
い
た
痕
跡
が
あ
る
。
溝
の

埋
土
は
三
層
に
分
か
れ
、
中

・
下
層
は
砂
や
木
婿
が
層
状
に
堆
積
し
た
状
況
を

示
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
木
簡
が
含
ま
れ
て
い
た
。
上
層
は
藤
原
宮
存
続
時
の

人
為
的
な
埋
土
で
、
そ
の
上
に
は
バ
ラ
ス
が
敷
か
れ
て
い
る
。
バ
ラ
ス
の
下
か

ら
は
藤
原
宮
期
の
土
器
が
多
く
出
土
し
た
。

な
お
、
本
調
査
区
外
の
東
大
溝
Ｓ
Ｄ

一
〇
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か
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、
過
去
に
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多
く
の
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き
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、
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下
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一
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「己
」
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」
に
み
え
る
が
、
中
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点
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こ
と
、
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頭
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。
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。
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